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✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧ 

✧ 真鍋博士及びハッセルマン博士の“ノーベル物理学賞”受賞を祝して 

  ～気象業務との深いかかわり～ 

 
  

プリンストン大学の真鍋叔郎博士が、地球温暖化問題への貢献で、今年のノーベル物理学賞を

受賞するという栄誉に輝きました。国内でも、気象や地球科学分野の研究者に加えて気象予報士

などの気象業界の関係者にも驚きを持って歓迎され、多くの報道で取り上げられています。物理

学賞は、近年は、物性論、素粒子論や宇宙論など真理を探究する純粋な物理学分野での受賞が殆

どでしたが、我々の生活とその将来に大きな影響が懸念され、世界的に対策が急がれている応用

分野での受賞となりました。改めて、科学技術に求められている社会への役割を確認させて頂い

た偉業であり、当センターも含めて気象関係者には極めて大きな刺激になりました。 

気象庁の地球環境関連の研究や業務の礎を築いたといっても過言ではなく、博士の研究以降、

世界各国の多くの研究者が発展させ、さらには、「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）（1988

年設立）」や「気候変動に関する国際連合枠組み（所謂、地球温暖化防止）条約（1994 年発効）」

など活発な取り組みが進められており、益々、地球温暖化に対する信頼性の高い科学的知見が求

められています。現在、当センターでは気象研究所等と共同で文部科学省の研究プロジェクト 1 

として、IPCC や国内外の地球温暖化対策に貢献するため気候変動予測等にかかわる研究を推進

しています。真鍋博士の受賞を大いなる刺激として、同プログラムも含めて研究者の皆様には、

引き続き国内外に大いに誇れる研究成果を期待しています。 

 

（オゾン層破壊とノーベル化学賞） 

ノーベル賞では、歴史的には気象関連での受賞もありましたが、近年では 1995 年に、オゾン

層破壊にかかわる大気化学の解明に貢献した研究者 3名が“化学賞”を受賞しています。これに

先立ち、1985 年には、南極のオゾンホールの発見等から「オゾン層の保護のためのウィーン条

約」が採択され、世界的なフロン等の規制が始まり、現在では対策の効果によるオゾン層の回復

などの研究成果が発表されています。 

この化学賞の受賞は、科学と国際的な政策との対話の成果という点で、今回の物理学賞受賞の

先鞭をつけたと言えるかも知れません。 

なお、気象庁の環境関連の業務でもオゾン層に深くかかわる紫外線関連の情報が発表されてお

り、気象庁のホームページとともに、予報業務許可事業者等の専門家にむけて、当センターから

データをオンラインで提供しています 2。 

 
1 統合的気候モデル高度化研究プログラム領域テーマＣ「統合的気候変動予測」ホームページ：

http://www.jmbsc.or.jp/tougou/index.html 

2  「オンライン気象情報（紫外線情報）」（センターホームページ）：

http://www.jmbsc.or.jp/jp/online/file/f-online32200.html 
 

 また、日本のニュースでは殆ど取り上げられていませんが、今回の受賞では、真鍋博士ととも

にドイツの「マックス・プランク気象研究所」のクラウス・ハッセルマン博士が同じく地球温暖

化問題への貢献で受賞しました。この研究所は、博士自らが創設にかかわり、初代所長として 4

半世紀にわたり世界をリードする研究を発信しています。 

私と言えば、40 年近く前の昔に大学院で波浪の研究していた時代に、博士の論文に多く接し、

論文で引用させて頂いたことから、たまたまテレビの受賞者発表の現地ライブ映像を視聴してい 

て、真鍋博士に続いてハッセルマン博士の名前が読み上げられた時には驚きとともに、私が知る

ハッセルマン博士と同じ人物なのか、正直なところ疑心暗鬼でした。 

私は 1970 年代後半から 80 年代最初の大学院時代には海の波浪の非線形効果と発達の関係の研

究をしていました。当時、ハッセルマン博士は、波浪の非線形効果と発達の理論的分野で先駆的

な研究により世界を先導する研究者で、多くの論文（流体力学の数式を縦横無尽に駆使し難解な）

を参考とさせていただきました。その後、博士の研究は全くフォローしていませんでしたが、地

球温暖化分野で世界的な成果を上げていることには、畏敬の念を抱かざるを得ません。 
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ハッセルマン博士は極めて精力的な研究者で、純粋理論に止まらず、その応用分野である波浪

予報分野にも及んでいます。1970 年頃には、北海で大規模な野外実験を行い、その成果も取り入

れつつ、波浪予報モデルを構築しました。さらに、1980 年代に入ると、ヨーロッパを中心とした

多くの研究者で組織的な波浪予測モデルの開発を先導しました。この成果により、今日のヨーロ

ッパなど多くの気象機関で波浪予報のために運用されている第 3 世代波浪モデルの基本的な枠組

みを提供し、現在へとつながり、世界各国で海難の防止等で多くの貢献をしています。 

現在、気象庁で運用されている波浪予報モデルにも博士の構築したモデルの枠組みが活かされ

ており、気象庁が毎日発表している波浪予報や予報図として船舶の安全等に貢献しています 3。ま

た、当センターから予報業務許可事業者等の民間の専門家の皆様にオンライン提供 4している気象

情報の中にも、波浪予報モデルによる格子点資料があり、船舶の経済運航や沿岸での防災や海洋

開発等で高度な利用が行われています。 

真鍋博士、さらには、ハッセルマン博士ともに、常に基礎から社会での実際の応用に結びつい

ている気象や地球科学分野でノーベル物理学賞を授与されることは、気象庁だけではなく民間も

含めた気象関係者に大いなる刺激を与えており、関係各位の奮起とともに、これまで以上に気象

や波浪などの海洋気象情報が社会に貢献をすることを期待しています。 

 
3 「海洋に関する数値予報モデルの種類」（気象庁ホームぺージ）：

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/whitep/1-3-4-2.html 

（日本沿岸を対象とした 3種類の波浪モデルが運用されています） 

 
4 「オンライン気象情報（ファイル形式データ）」（センターホームページ）： 

http://www.jmbsc.or.jp/jp/online/f-online0.html 

（理事長） 


